
第3章 仕事について

問9 一般的に、女性が仕事を持つことについて、どうお考えですか。（〇は１つだけ）

図表44 女性が仕事を持つことに対する考え方（今回調査、過去調査比較）

１. 女性の働き方

図表45 女性が仕事を持つことに対する考え方（性別・前回調査との比較）
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【凡例】

R2年度(n=1,721)

H27年度(n=2,878)

H22年度(n=2,029)

全国調査(n=2,645)
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6.6
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56.7

53.9

48.0

18.2

21.8

27.1

26.0

7.8

6.1

4.8

4.1

3.0

3.7

2.6

4.2

1.8

2.5

1.3

2.1

【凡例】

女性(n=1,022)

男性(n=670)

前回調査 女性(n=1652)

前回調査 男性(n=1226)

女性は仕
事をもたな
い方がよい

結婚する
までは、仕
事をもつ
方がよい

結婚して子
どもができる
までは、仕
事をもつ方
がよい

結婚、出産
に関わらず、
ずっと仕事を
もっている方
がよい

子どもが出来た
ら仕事をやめ、
大きくなったら
再び仕事をも
つ方がよい

その他 わからない 無回答

女性は仕
事をもた
ない方が
よい

結婚する
までは、
仕事をも
つ方がよ
い

結婚して子
どもができる
までは、仕
事をもつ方
がよい

結婚、出産
に関わらず、
ずっと仕事を
もっている方
がよい

子どもが出来た
ら仕事をやめ、
大きくなったら
再び仕事をも
つ方がよい

その他 わからない 無回答

女性が仕事を持つことに対する考え方について、前回調査と比較すると「結婚、出産に関わらず、ずっと仕事を持っ

ている方がよい」が59％と増加している。(7.6％増)

「子どもが出来たら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が19.6％と減少している。(7.1％減)

性別で前回調査を比較すると男女ともに大きな違いはみられない。
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第3章 仕事について

図表46 女性が仕事を持つことに対する考え方（性別・年代別）

女性は仕
事をもたな
い方がよい

結婚するまで
は、仕事をも
つ方がよい

結婚して子ども
ができるまでは、
仕事をもつ方
がよい

結婚、出産に
関わらず、ずっ
と仕事をもって
いる方がよい

子どもが出来た
ら仕事をやめ、
大きくなったら
再び仕事をもつ
方がよい その他 わからない 無回答

女性が仕事を持つことに対する考え方について性・年代別でみると、 20代男性を除いて「結婚、出産に関わらず、

ずっと仕事を持っている方がよい」が最も多い。

20代男性は「子どもが出来たら仕事をやめ、大きくなったら再び仕事を持つ方がよい」が最も多い。
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20代 女性（N=96)

20代 男性（N=56)

30代 女性（N=160)

30代 男性（N=99)

40代 女性（N=208)

40代 男性（N=107)

50代 女性（N=194)

50代 男性（N=116)

60代 女性（N=197)

60代 男性（N=131)

70代 女性（N=164)

70代 男性（N=153)
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【現在働いている方におたずねします】
問10 あなたが働いているのは何のためですか。（〇は３つまで）

2. 働いている理由について

図表47 働いている理由(性別)

73.9

30.2

22.9

22

21.9

20.7

20.1

19.6

11.6

7.6

4.2

3.8

2.6

4.1

71.5

31

24.4

25.7

24.2

18.1

17.4

16

14.5

6.5

4.2

5.1

2.4

4.4

77.3

28.9

20.6

16.6

18.6

24.5

23.9

24.7

7.5

9.3

4.3

2

2.8

3.6

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

生計を維持するため

老後の蓄えのため

子どもの教育費のため

自分の自由に使えるお金が欲しいため

自分の能力、技術を活かすため

社会に役に立ちたいため

働くのは当たり前だから

住宅資金を貯めたり、ローン返済のため

視野を広めるため

家族旅行など、レジャー資金のため

時間的に余裕があるから

家業だから

その他

無回答

全体 女性 男性

働く理由について性別でみると、最も高い割合は男女ともに「生計を維持する為」であり、次に多いのが「老後の

蓄えのため」である。

性別で比較すると、男性が低く（16.6％）女性が高い（25.7％）項目は「自分の自由に使えるお金が欲し

いため」。男性が高く（24.7％）女性が低い（16.0％）項目は「住宅資金を貯めたり、ローン返済のため」とな

る。
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図表48 働いている理由（年代別）
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35.4

28.1

17.9
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9.9

6.9

3.3
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0.7

2.6

68.1

46.4

7.2

15.5
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17.9

19.3

8.2

5.3

9.7

6.8

3.4

8.2

48.5

35.4

4

19.2

23.2

23.2

17.2

8.1

12.1

4

12.1

5.1

3

18.2

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90

生計を維持するため

老後の蓄えのため

子どもの教育費のため

自分の自由に使えるお金が欲しいため

自分の能力、技術を活かすため

社会に役に立ちたいため

働くのは当たり前だから

住宅資金を貯めたり、ローン返済のため

視野を広めるため

家族旅行など、レジャー資金のため

時間的に余裕があるから

家業だから

その他

無回答

２０歳代 ３０歳代 ４０歳代 ５０歳代 ６０歳代 ７０歳以上

働く理由について年代別でみると、最も高い割合はどの年代も「生計を維持する為」と大きな違いは見られない。

年代別で大きく違いが見られたのは「子どもの教育費のため」である。
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4.1

5.5

7.1

22

26.7

26.3

11

20.1

25

52.1

46.9

43.8

67.2

52.5
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3.9

1.5

4.9

1.9

7.9

3.7

3.3

0.6

1.7

0.9

2.7

1.6

6.1

7.4

9

9.2

6.2

6.4

5.1

5.1

5.3

5.7

5.1

5.1

0 20 40 60 80 100

【凡例】

ア 募集や採用時

イ 賃金・昇進・昇格

ウ 人事配置

エ 教育や研修制度

オ 仕事の内容

カ 全体的に

【現在働いている方におたずねします】
問11 あなたの職場では、次にあげるア～カについて性別によって差があると思いますか。それぞれ

について、あなたの考えに近いものを1つずつ選んでください。

３. 職場における男女の待遇

図表49 職場における男女の待遇について

男性の方が
優遇されて
いる

どちらかと言
えば男性が
優遇されて
いる 平等

どちらかと
言えば女
性が優遇
されている

女性の方
が優遇され
ている

わからない
無回答

職場における男女の待遇について全体的にみると、男性が優遇されているとする度合いが高い。

「平等」の割合が高いのは『教育や研修制度』（67.2％）で、以下『仕事の内容』（52.5％）、『募集や採用

時』（52.1％）と続く。

仕事の内容以外の項目では、男性の方が平等と感じている割合が高い。
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52.6
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女性(n=  712)
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前回調査 男性(n=  868)

図表50 職場における男女の待遇について（性別・前回調査結果との比較）
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

【凡例】

女性(n=  712)

男性(n=  494)

前回調査 女性(n=1,011)

前回調査 男性(n=  868)

イ. 賃金・昇進・昇格

ウ. 人事配置

エ. 教育や研修制度

男性の方
が優遇され
ている

どちらかと
言えば男
性が優遇
されている

平等

どちらかと
言えば女
性が優遇
されている

女性の方
が優遇さ
れている

わからない
無回答

ア. 募集や採用時
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8.0

5.9

7.8

7.4

24.6

25.7

21.0

20.5

49.3

53.4

48.7

45.5

3.9

3.4

3.4

4.0

1.7

1.4

1.5

0.7

6.6

6.1

10.0

5.6

5.9

4.0

7.7

16.2

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0 100.0

女性(n=  712)

男性(n=  494)

前回調査 女性(n=1,011)

前回調査 男性(n=  868)

5.5

5.5

5.1

5.9

19.8

20.4

17.4

16.2

53.8

50.6

51.2

44.9

6.5

9.9

7.1

9.6

2.7

2.8

2.0

1.4

5.9

6.7

9.4

5.8

5.9

4.0

7.7

16.2

0 20 40 60 80 100

【凡例】

女性(n=  712)

男性(n=  494)

前回調査 女性(n=1,011)

前回調査 男性(n=  868)

オ. 仕事の内容

カ. 全体的に

男性の方が
優遇されて
いる

どちらかと
言えば男
性が優遇
されている 平等

どちらかと言
えば女性が
優遇されて
いる

女性の方
が優遇され
ている わからない 無回答
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問12 生活の中での、「仕事」、「家庭生活」、「地域・個人の生活」で何を優先しますか
あなたの希望と現実（現状）に最も近いものをそれぞれ1つお答えください。

４. ワーク・ライフ・バランスについて

図表51 生活の中で優先したいこと（性別）（年代別）

〔性別〕
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8.9

17.9
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4.5
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3.4
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【凡例】

全体(n=1,206)

女性(n=  712)

男性(n=  494)

3.5

2.6

2.6

2.2

8.2

12.1

22.1

36.6

28.6

27.4

20.8

18.2

11.5

3.8

3.7

2.2

2.9

6.1

23

23

33.3

33.2

30.4

23.2

6.2

5.5

1.8

5.8

5.3

6.1

15

8.9

9.2

7.3

6.8

3

17.7

18.7

19.8

18.6

16.4

12.1

0.9

0.9

1.1

3.3

9.2

19.2

0 20 40 60 80 100

２０代(n=  113)

３０代(n=  235)

４０代(n=  273)

５０代(n=  274)

６０代(n=  207)

７０代(n=  99)

〔年代別〕

「仕事」を
優先したい

「家庭生
活」を優先
したい

「地域・個
人の生活」
を優先した
い

「仕事」と
「家庭生
活」をともに
優先したい

「仕事」と
「地域・個
人の生活」
を優先した
い

「家庭生
活」と「地
域・個人の
生活」を優
先したい

「仕事」、
「家庭生活」、
「地域・個人
の生活」を優
先したい 無回答

希望では「仕事と家庭生活をともに優先したい」（28.9％）や「家庭生活を優先したい」（27.0％）の優先順

位が高くなっており、男女で大きな差は見られない。

年代別でみると、30代を除く全ての年代で「仕事と家庭生活を優先したい」の割合が最も高いが、30代では「家庭

を優先したい」が最も高い。

（１）あなたの希望
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21.1

30.6

14.8

17.8

10.3

2.6

2

3.4

33.9

35

32.4

4.4

4.4

4.5

3.2

3.7

2.6

9.3

8.6

10.3

6.9

7.6

5.9

0 20 40 60 80 100

【凡例】

全体(n=1,206)

女性(n=  712)

男性(n=  494)

38.1

26

24.9

26.3

21.3

12.1

11.5

19.6

17.9

13.9

11.1

9.1

6.2

2.6

3.3

1.1

1.4

3

27.4

32.8

37.7

38

33.8

22.2

4.4

4.3

2.6

4.7

5.8

4

5.3

1.3

4

1.8

2.4

8.1

4.4

10.6

6.2

8

11.6

20.2

2.7

3

3.3

6.2

12.6

21.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

２０代(n=  113)

３０代(n=  235)

４０代(n=  273)

５０代(n=  274)

６０代(n=  207)

７０代(n=  99)

〔年代別〕

「仕事」
を優先

「家庭
生活」
を優先

「地域・
個人の
生活」を
優先

「仕事」
と「家庭
生活」
をともに
優先

「仕事」と
「地域・個
人の生活」
を優先

「家庭生
活」と「地
域・個人
の生活」
を優先

「仕事」、
「家庭生
活」、「地
域・個人の
生活」を優
先

無回答

現実（現状）では「仕事と家庭生活をともに優先」（33.9％）や「仕事を優先」（25.0％）が高い割合となっ

ており、希望するワーク・ライフ・バランスと異なる部分がある。特に男性は女性に比べ「仕事を優先」の割合が高い。

年代別でみると、現実では若い世代ほど「仕事が優先」の割合が多い。

（２）あなたの現実（現状）に近いもの

図表52 生活の中で優先していること（性別）（年代別）

〔性別〕
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【64歳以下の女性の方で、現在、無職の方（学生をの除く）への質問です】
問13 あなたは今後、働きたいとお考えですか。（〇は１つだけ）

5. 就労意向について

図表53 今後の就労意向（年代別）

30.8

80

66.7

57.1

36.7

7.7

10.7

11.1

14.3

10

10.3

17

5.6

21.4

33.3

12.8

3.8

5.6

6.4

37.7

20

11.1

7.1

20

62.8

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性(n=159)

２０歳代(n=5)

３０歳代(n=18)

４０歳代(n=28)

５０歳代(n=30)

６０歳代(n=78)

働きたい 働きたくない どちらとも言えない その他 無回答

働きたい

35.3%

働きたくない

11.8%

どちらとも言えない

17.0%

その他

1.0%

無回答

34.8%

図表54 今後の就労意向（平成27年度調査結果）
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【問13で「1」働きたいと回答した方にお聞きします】
問13ー１ 今後、働きたいが現在働くことができない理由は何ですか。（〇はいくつでも）

６. 働くことができない理由

40.8

24.5

16.3

10.2

8.2

4.1

4.1

4.1

2

2

0

0

34.7

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

仕事内容、勤務場所、勤務時間等について条件に合う働き

口が見つからないため

仕事と家庭の両立をうまくやっていく自信がないため

仕事に必要な能力があるか不安があるため

働くと家族に迷惑がかかると感じるため

職場での人間関係をうまくやっていけるか不安なので

保育所に入所できなかったため

育児で夫、パートナー、家族などの協力が得られないため

看護・介護で夫、パートナー、家族などの協力が得られないた

め

延長保育や一時預かり、休日保育など保育サービスが身近に

ないため

家事で夫、パートナー、家族などの協力が得られないため

看護・介護で施設やサービスを利用できないため

働くことについて夫、パートナー等家族の同意が得られないため

その他

働きたいと思っている人が多いが（30.8％）、「条件に合う働き口が見つからない」（40.8％）の割合が高い現

状となる。それ以外にも「仕事と家庭の両立をうまくやっていく自信がないため」「仕事に必要な能力があるか不安が

あるため」等、不安となっている要素が多い。

図表55 今後働きたいが現在働くことができない理由
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27.9

21.7

20.0

15.4

15.3

14.0

13.6

10.5

7.3

6.6

5.7

2.8

1.5

1.0

43.5

31.3

24.7

18.9

16.2

19.1

15.7

14.7

11.3

7.1

6.1

6.7

3.2

1.5

1.1

22.7

17.6

22.2

14.3

9.1

11.8

12.4

9.6

7.2

7.5

4.0

2.1

1.5

1.0

50.1

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

労働時間の短縮や休日の増加、就業時間に柔軟性を持たせ、

働きやすい労働条件とする

育児・介護のための休業制度、諸手当を充実する

賃金、仕事内容など労働条件面での男女差をなくす

託児施設、託児サービスを充実する

家事・育児・介護は女性がするものという社会の意識を改める

パート、派遣労働等の労働条件を改善する

育児・介護等で退職した後に再雇用する制度を充実する

女性に対して昇進、昇給の機会を確保する

女性自身が意欲・能力を高める

セクシュアル・ハラスメント（セクハラ：性的いやがらせ）のない職

場をつくる

介護施設、介護サービスを充実する

女性に対して研修や職業訓練の機会を確保する

その他

わからない

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

問14 女性が仕事を辞めずに働き続けるためには、どのような事が必要だと思いますか。
（〇は３つまで）

図表56 女性が辞めずに働き続けるために必要なこと（性別）

7. 女性が仕事を辞めずに働き続けるために必要なこと

38.8

女性が働き続けるためには、「働きやすい労働条件とする」が全体で最も高い（27.9％）項目となる。

男女別で見ると、男女差が大きいものとして「家事・育児・介護は女性がするものという社会の意識を改める」の項

目で女性が高く（19.1％）、男性との差は10ポイントとなる。
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【全員にお聞きします】
問15 出産・子育て・介護などの理由で、仕事を辞めた女性が再就職しやすくするためには、

どのようなことが必要だと思いますか。（〇は３つまで）

32.5

30.7

24.4

19.9

18.5

13.8

13.0

1.0

1.0

44.5

33.8

35.5

27.9

22.0

18.9

15.0

15.2

0.6

1.0

39.7

31.2

24.0

19.4

17.0

17.9

11.9

9.6

1.8

1.2

51.0

0.0 20.0 40.0 60.0

育児・介護などの退職した後も希望すれば元の職場に戻れる制度

の普及

労働時間の短縮、フレックスタイム制など柔軟な勤務制度の導入

夫、パートナーなど家族の理解や家事、育児、看護などへの協力

育児や介護のための施設やサービスの充実

企業経営者や職場の理解

就職情報や職業紹介などの相談する機関や窓口の充実

技能・技術を身につけるための研修や職業訓練の機会の充実

その他

わからない

無回答

(%)

全体(n=1,721)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

8. 出産等で仕事を辞めた女性が再就職しやすくするために必要なこと

女性の出産・子育て・介護からの再就職については、全体で見ると最も高いのは「職場に戻れる制度の普及」

（32.5％）となるが、女性の回答では「柔軟な勤務制度の導入」（35.5％）が最も高い。

図表57 仕事を辞めた女性が再就職しやすくするために必要なこと（性別）
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9. 調査結果の分析 ～仕事について～

前調査 と 比較 す る と 、 女 性 は 「 結 婚 、 出 産 に 関 わ ら ず 、 ず っ と 仕 事 を 持 っ て い る

方 が よ い 」 と 考 え る 人 が 多 く 、 こ れ は 平 成 2 2 年度 の初 め て の 調査 か ら 継続 し て 増

加 し て い る 。 そ の 一 方 で 、 「 子 ど も が 出 来 た ら 仕 事 を や め 、 大 き く な っ た ら 再 び 仕

事 を も つ 方 が よ い 」 と 考 え る 人 も 約 ２ 割 い る が 、 こ れ は 年 を 追 う ご と に 減 少 し て い

る 。 全 国 比 で み て も さ ほ ど 違 い は な く 、 「 女 性 は 仕 事 を も た な い 方 が よ い 」 と 考 え

て い る 人 が 全 国 で 約 4 % い る の に 対 し て 沖 縄 県 は 0 . 8 % に と ど ま っ て い る 。 全 国

で 最 も 所 得 の 低 い 沖 縄県 で 、 女 性 が 働 か な い と い う 選 択 肢 は 、 そ も そ も な い と 考

え て い る 人 が 多 い の だ ろ う 。

職 場 に お け る 平 等 感 は 約 ５割 に と ど ま り 、 ３ 割 以 上 の 人 が 「 男 性 が 優 遇 」 も し

く は 「 ど ち ら か と 言 え ば 男 性 が 優 遇 」 さ れ て い る と 回 答 し て い る 。 男 性 優遇 の 項 目

と し て は 「 賃 金 ・ 昇 進 ・ 昇 格 」 と 「 人 事 配 置 」 が 挙 げ ら れ る 。 男 女 の 賃金格差 に関

し て は 、 日 本 の 国際的 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ 指数 ※ ① を 広 げ る 原因 に も な っ て い る 。

労 働 に 対 す る 対 価 と し て の 賃 金 は 、 そ の 個 人 の 資 質 や 能 力 を 評 価 す る 側 面 も

持 つ こ と か ら 、 女 性 が 男 性 と 対 等 に 働 き 、 そ の 対 価 を 受 け 取 る 社 会 を 作 る こ と は

急務 で あ る 。 昇 進 や昇格 、 人事配置 は 、 「 リ ー ダ ー シ ッ プ は 男性 」 と い う ジ ェ ン ダ ー

規 範 の 現 れ と も 考 え ら れ る が 、 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス を 保 ち な が ら 女 性 も 力 を 発

揮 で き る 職場体制 の整備 が必要 で あ る 。

仕 事後 の飲み会 や 接待 、 時間外 の営業 な ど 、 女 性 が ア ク セ ス し づ ら い 男性 の み

の ホ モ ソ ー シ ャ ル ※ ② な 場 を 廃 し 、 多 様 性 を 尊 重 し な が ら 協 働 で き る 職 場 づ く り に

沖 縄社会全体 が取 り 組 む 必要 が あ る だ ろ う 。 女 性管理職 を増 や す こ と は も ち ろ ん 、

出 産 や 子育 て を 経 験 し た 男 女 に 対 す る 社 会 的評 価 を 高 め 、 管 理 職自 身 が 率 先

し て 女 性 が 働 き や す い 職 場 環 境 に 「 制 度 」 ・ 「 風 土 」 、 両 方 の 側 面 か ら 変 え る 必

要 が あ る 。 ま た 人 事 配置 の 不 平等 感 は 、 与 え ら れ る 責 任 と も 関 係 し て い る だ ろ う 。

事 業 の 根 幹 で あ り 重 要 案件 を 司 る 企 画 や 財 務 と い っ た 部 署 に は 男 性 が 多 く 配 置

さ れ 、 女 性 は管理職 も 含 め 組織 の 中 で は重要性 の 低 い部署 に配置 さ れ る傾向 が

あ る 。 「 女 性 は 仕 事 に お け る モ チ ベ ー シ ョ ン が 低 い 」 と の 不 満 を 、 し ば し ば 県 内 の

男 性管理職 か ら 耳 に す る が 、 モ チ ベ ー シ ョ ン を 下 げ て い る の は 不平等 な 職場環境 、

そ し て 女性 に 対 す る 偏見 や差別 だ ろ う 。

※ ① 国 際 的 ジ ェ ン ダ ー ギ ャ ッ プ 指 数 ： ジ ェ ン ダ ー ・ ギ ャ ッ プ 指 数 と は 、 世 界 経 済 フ ォ ー ラ ム が
毎 年 発 表 す る 男 女 格 差 を 図 る 指 数 。 「 経 済 分 野 」 、 「 教 育 分 野 」 、 「 保 健 分 野 」 、 「 政
治 分 野 」 の デ ー タ か ら 算 出 さ れ る 。

※ ② ホ モ ソ ー シ ャ ル ： 恋 愛 ま た は 性 的 な 意 味 を 持 た な い 、 同 性 間 の 結 び つ き や 関 係 性 を 意
味 す る 社 会 学 の 用 語 。
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ま た キ ャ リ ア を 重 視 し た い 女 性 に 対 し て は 、 周 り の サ ポ ー ト が 重 要 と な る 。 管 理

職 に つ け る 実 力 ・ 能 力 を 備 え て い る 女 性 で も 、 家 庭 の 理 解 と 精 神 的 ・ 物 理 的 サ

ポ ー ト が 得 ら れ な い た め に 、 そ の ポ ス ト を あ き ら め ざ る を え な い 女性 も 少 な く な い 。

ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス に 関 し て は 、 全 て の 世代 に お い て 「 家 庭生活 」 と 「 仕 事 と

家 庭 生活 を と も に 」 優 先 し た い と い う 声 を 合 わ せ る と 約 ５割 を 占 め る 。 し か し 調 査

結果 か ら は 、 実 際 に は 仕 事 を 優 先 し な け れ ば な ら な い 現 状 が う か が え る 。 家 庭生

活 を 大 切 に し た い と い う 思 い が あ る の に 、 収 入 の た め に 働 か ざ る を 得 な い 県 民 の

幸 福 度 を 上 げ る こ と は 困 難 で あ る 。 ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 充 実 に 向 け た 事 業

者 の よ り 一 層 の 努力 と 、 行 政 の サ ポ ー ト に よ る 経 済 の 活性化や制度設計 な ど 、 社

会全体 の 取 り 組 み が 必要 な分野 だ と い え よ う 。

「 働 く 理 由 に つ い て 」 、 大 多数 の 人 が 性別 ・ 年 代 に 関 わ ら ず 「 生 計 を 維持 す る た

め 」 と 回 答 し た 。 当 た り 前 と 言 え ば 、 当 た り 前 す ぎ る 答 え な の だ が 、 働 く 人 の 幸 福

度 を 上 げ る と さ れ る 「 社 会 の 役 に た ち た い 」 と い う 思 い が 低 い 点 が 気 に な る 。 仕 事

に お け る 社 会 貢 献 度 や 使 命 感 は 、 金 銭 的 報 酬 よ り も 幸 福 に 結 び つ く と い う 研 究

結 果 が あ る が 、 労 働 者 と し て の 沖 縄 県 民 は 仕 事 に 対 す る 満 足 度 が 低 い の だ ろ う

か 。 そ う だ と す れ ば 、 こ れ は 沖 縄 社会全体 が 活 力 や 推 進力 を 失 う 原 因 に も な り か

ね な い し 、 働 き が い の な い 職 場 か ら イ ノ ベ ー シ ョ ン は 生 ま れ な い 。 男 性 よ り も 女 性

の 方 が 、 社 会 貢献 へ の 意 思 が 弱 い の は 、 不 平等感 の 高 い 労働環境 に お い て 、 女

性 が や り が い を 感 じ て い な い こ と の 現 れ か も し れ な い 。 賃 金 格 差 を 抱 え 、 非 正 規

雇 用 で い つ で も 解 雇 さ れ る 身 な ら ば 、 使 命 感 や 働 き が い を 持 た ず 、 生 計 の た め と

割 り 切 る 心理的要因 が あ る の か も し れ な い 。

「 就 労 意 向 」 に 関 す る 調 査 結果 に お い て も 、 「 働 き た く な い 」 と す る 回 答 が １ 割

を超 え て い る 。 「 働 き た い 」 と 答 え た 人 は 3 5 % に と ど ま り 、 「 ど ち ら と も い え な い 」 人

が 1 7 % 、 「 無 回答 」 が 3 7 . 7 % あ っ た 。 積 極的 に 働 く 意 思 を 示 し た の が 全 体 の 約

３割 と い う 結 果 は 、 男 女 を 問 わ ず ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス の 取 れ な い 社 会環境 に

不満 を持 ち 、 労 働意欲 の 低下 へ と 結 び つ い て い る の か も し れ な い 。 沖 縄県 の 労働

者 が 活 力 を 取 り 戻 す た め に は 、 男 女 共同参 画 の 理 念 に も と づ い た 政 策 の 充 実 が

必要不可欠 で あ る 。

（沖縄 キ リ ス ト 教学院大学 ・ 新垣誠）
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第４章 地域活動について

問16 あなたは、地域社会において、現在どのような活動に参加していますか。（〇はいくつでも）

１. 地域活動への参加状況

16

13.1

12.6

11.5

7.7

2.6

2.3

1.9

1.9

1.5

0.9

0.8

2

54.8

2.1

15.9

11.5

8

11.8

7.9

1.7

2.5

1.8

1.9

2

1.1

1

1.8

56.7

1.7

16.1

15.5

19.6

10.9

7.5

4

1.9

2.1

1.9

0.7

0.7

0.6

2.4

52.1

2.8

0 10 20 30 40 50 60

趣味や教養のサークル活動

スポーツ・健康づくりのためのサークル活動

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動など、子どものための活動

婦人会・青年団活動・老人クラブ活動

社会問題や環境問題などの活動

介護・福祉分野のボランティア活動

ＮＰＯ（特定非営利団体）活動

介護・福祉分野以外のボランティア活動

子育て支援サークル

人権に関する活動

女性問題の学習や男女共同参画のための活動

その他

参加していない

無回答

全体(n=1,693)

女性(n=1,022)

男性(n=670)

図表58 地域活動への参加状況（性別、複数回答）

地域社会において参加している活動では、全体的にみると、「趣味や教養のサークル活動」の割合が男女ともに

高い。

また、男性に関しては「町内会・自治会活動」の数値が19.6％と最も高い。

参加している割合を男女で確認すると男性が女性に比べて（4.6ポイント）高く、項目は「スポーツ・健康づくりの

サークル」と「町内会・自治会活動」が女性よりも顕著に高い。
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図表59 地域活動への参加状況（年代）
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0.6

0.6
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3

30.8
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3.1

3.7

2.2

3.4

1.9

3.7

39.6
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0 10 20 30 40 50 60 70 80

趣味や教養のサークル活動

スポーツ・健康づくりのためのサークル活動

町内会・自治会活動

ＰＴＡ活動など、子どものための活動

婦人会・青年団活動・老人クラブ活動

社会問題や環境問題などの活動

介護・福祉分野のボランティア活動

ＮＰＯ（特定非営利団体）活動

介護・福祉分野以外のボランティア活動

子育て支援サークル

人権に関する活動

女性問題の学習や男女共同参画のための活動

その他

参加していない

無回答

２０歳代(n=153) ３０歳代(n=259) ４０歳代(n=315)

５０歳代(n=310) ６０歳代(n=331) ７０歳以上(n=321)

年代別の地域の活動の数値を見ると、70歳以上の数値が全体的に高い。「趣味や教養のサークル活動」が

30.8％、「スポーツ・健康づくりのためのサークル活動」が24.6％と70歳以上の半数を占める。また、20代・30代は

「PTA稼働など、子どものための活動」の数値が高い。
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【問16で「参加していない」と答えた方におたずねします】
問17 参加していないのはなぜですか。（〇は３つまで）

2. 地域活動へ参加していない理由

図表60 地域活動へ参加していない理由（性別、複数回答）

43.6

26.8

22

22

19.5

17.2

11.9

11.6

6.9

2.2

7.8

0.4

42.9

26.7

28

20.7

18.1

18.8

11.5

10.9

6.8

2.8

6.6

0.5

44.7

26.8

12.1

24.2

21.9

14.7

12.7

12.7

7.2

1.2

9.8

0.3

0 5 10 15 20 25 30 35 40 45 50

仕事が忙しく時間がないから

人間関係がわずらわしいから

家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから

地域活動に関する情報が少ないから

地域で興味や関心の持てる活動が行われていないから

自分の体調がすぐれないから

社会活動に関心がないから

経済的な負担が大きいから

活動するための施設が近くにないから

家族の理解や協力が得られないから

その他

無回答

全体(n=923) 女性(n=576) 男性(n=347)

地域活動へ参加しない理由は男女ともに「仕事が忙しく時間がないから」の数値が高い。また、女性は「家事・子

育て・介護が忙しくて時間がないから」が28％と高い数値となっている。

更に「家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから」を男女別で確認すると女性（28.0％）、男性（12.1％）

と大きな差がある。

78

（％）



図表61 地域活動へ参加していない理由（年代別、複数回答）
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26.5

18.5

23.3
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5.8

10.6
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5.8

37.7
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17.4
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22.8
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9.6

1.2

6.6
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8.1

18.7

25.2

39

11.4

8.1

12.2

2.4

15.4

0 10 20 30 40 50 60

仕事が忙しく時間がないから

人間関係がわずらわしいから

家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから

地域活動に関する情報が少ないから

地域で興味や関心の持てる活動が行われていないから

自分の体調がすぐれないから

社会活動に関心がないから

経済的な負担が大きいから

活動するための施設が近くにないから

家族の理解や協力が得られないから

その他

無回答

２０歳代(n=116) ３０歳代(n=159) ４０歳代(n=166)

５０歳代(n=189) ６０歳代(n=167) ７０歳以上(n=123)

地域活動へ参加しない理由を年代別で見ると、70歳以上を除くと「仕事が忙しく時間がないから」が最も高い割合となっ

ている。70歳以上は「自分の体調がすぐれないから」が39％で最も多く、次いで「人間関係がわずらわしいから」が28.5％

である。

また、女性にて数値が高い「家事・子育て・介護が忙しくて時間がないから」については、子育て世代の30代・40代にて高

い数値となっている。
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３. 調査結果の分析 ～地域活動について～

本 調 査 に お い て 、 沖 縄 県 民 の 地 域 活 動 へ の 参 加 状 況 を み る と 、 前 回 調 査

（ 2 0 1 5 年） と ほ ぼ 同 じ よ う に 、 「 参 加 し て い な い 」 と い う 回 答 の 割 合 が 5 割 を 超

え て 突 出 す る 結 果 と な っ た 。 こ の 傾 向 は 前 々 回 （ 2 0 1 0 年 ） 調 査 に も み ら れ 、

近 年 の 沖 縄県民 の 生 活 に お い て は 、 地 域 活動 へ の 参 加状況 が 停 滞 し て い る こ と

が う か が え る 。

ま た 、 地 域活動 に 「 参 加 し て い な い 」 と い う 人 の 割 合 は 、 2 0 1 0 年 、 2 0 1 5 年 、

そ し て 今 回 の 調査 ま で 一 貫 し て 増 加傾向 に あ る 。 今 回 調査 も 男女 と も に 4 ポ イ ン

ト ほ ど 上 昇 し て お り 、 こ の ま ま 推 移 す れ ば 、 次 回 の 調 査 で は 特 に 女 性 の 6 割 が 地

域活動 に 「 参 加 し て い な い 」 状態 に な る こ と も 予想 さ れ る 。

さ ら に 、 地 域 活 動 に 「 参 加 し て い な い 」 と い う 回 答 を 年 齢 別 に 見 る と 、 2 0 歳 代

が 前 回 と 同 様 に 7 割 を 超 え 、 3 0 歳 代 と 5 0 歳 代 が 前 回 に 比 べ て 7 ～ 1 0 ポ イ ン ト

も 上 昇 し て い る 。 4 0 歳 代 は 、 P T A や 子 ど も の 部 活 動 に 関 わ る 機 会 が 多 く な る 傾

向 に あ る が 、 そ れ で も 「 参 加 し て い な い 」 と い う 割 合 が 前 回 調 査 に 比 べ て 5 ポ イ ン

ト ほ ど 上 昇 し 、 ５ 割 を 超 え て い る 。 若 年 層 ・ 壮 年 層 の 関 心 や ラ イ フ ス タ イ ル に 見

合 っ た 地 域 参 加 の 場 が 限 ら れ て い る こ と も 考 え ら れ る が 、 や は り ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ

ラ ン ス を 実 現 す る こ と の 困 難 も 関連 し て い る よ う に 思 わ れ る 。

「 町 内会 ・ 自 治会活動 」 へ の 参加 に つ い て は 例年 と あ ま り 変 化 は な く 、 地 域 に お

け る 住 民 の 意 思 決 定 （ 住 民 自 治） は 高 齢 の 男 性 を 主 と し て い る こ と が 分 か る 。

そ れ と 関 連 し て 、 問 1 で は 、 地 域 活 動 ・ 社 会 活 動 で の 男 女 平 等 意 識 が 前 回 ・

前 々 回 調 査 に 比 べ て 「 男 性 優 遇 感 」 が や や 上 昇 し て お り 、 全 国 調 査 と 比 べ て も

「 男 性 優 遇 感 」 が 強 ま っ て い る （ と く に 女 性 の 意 識 に お い て 「 男 性 優 遇 感 」 が 強

ま っ て い る ） 。 以 上 の こ と か ら 、 「 町 内 会 ・ 自 治 会 活 動 」 は 、 若 年 層 ・ 壮 年 層 に

と っ て 参 加 し づ ら い 場 で あ る だ け で は な く 、 女 性 に と っ て 「 男 性中心 の 団 体 」 と し て

認 識 さ れ て い る の か も し れ な い 。 地 域 住民 の 意思決定（住民自治） に関 わ る 重

要 な団体 で あ る だ け に 、 若 年層 ・ 壮 年層 が 参加 し や す い 場 に 変 え て い く と と も に 、

女 性 が 役員等 に選出 さ れ る よ う な 仕組み づ く り が 必要 で あ る 。
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次 に 、 問 1 7 で は 、 地 域 活 動 に 参 加 し て い な い 回 答 者 に 対 し て 、 参 加 し て い な

い 理 由 に つ い て 尋 ね て い る 。 そ の 結 果 、 や は り 「 仕 事 が 忙 し く 時 間 が な い か ら 」 と

い う 回 答 が 男女 と も に 最 も 高 い 数値 と な っ た 。 サ ー ビ ス 産 業 従事者 や 、 非正 規雇

用 で働 く 者 が 比較的多 い沖縄 で は 、 夜 間労働及 び不規則 な勤務 シ フ ト の 影響 に

よ っ て 、 地 域活動 に関 わ る 機会 も制限 さ れ て い る も の と 思 わ れ る 。

一 方 、 家 事 ・ 育 児 ・ 介 護 が 忙 し い た め 地域 活動 に参 加 で き な い と す る 回 答 は 、

前回調査 と 同様 に 、 女 性 が 男性 を 大 き く 上 回 っ て い る 。 ま た 、 前 回 ・ 前 々回調査

と 同 様 に 、 「 自 分 の 体 調 が す ぐ れ な い か ら 」 と い う 回 答 も 、 女 性 が 男 性 を や や 上

回 っ て い る 。 さ ら に 、 「 人 間 関 係 が わ ず ら わ し い か ら 」 と い う 回 答 に つ い て は 、 前 回

調 査 に 比 し て 男 性 が 横 ば い で あ る の に 対 し 、 女 性 が 6 . 9 ポ イ ン ト 上 昇 し て い る 。

就 業 労働 と 家 事 ・ 育 児 ・ 介 護 と い う 労 働 の 過 重負担 や 、 そ の 結果 と し て 「 自 分 の

時 間 が 作 れ な い 」 な ど の よ う な 事 態 が 、 女 性 の 心 身 の 健 康 面 と 社 会 生 活面 に 影

響 し て い な い か 、 非 常 に 気 に な る点 で あ る 。

以 上 の 地域活動 へ の 参加状況 を め ぐ る 質 問項目 に つ い て 、 留 意 し て お く べ き こ

と が あ る 。 そ れ は 、 今 回 調査 が c o v i d - 1 9 （新型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ） の 影 響 に よ り 、

「 ソ ー シ ャ ル デ ィ ス タ ン ス 」 の 徹 底 、 各 種 地 域 団 体 等 に お け る 活 動 自 粛 や 行 事 の

中止等 が相次 い で い る 中 で 行 わ れ た も の で あ る と い う 点 で あ る 。 よ っ て 、 今 回 の 調

査 が 異 例 な 状 況 を 反 映 し た 回 答 結果 な の か 、 や は り 近 年 の 回 答 傾向 を 表 し た も

の な の か 、 一 概 に 判断 で き な い 点 も あ る 。

ま た 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 社 会生活 や経済活動 へ の 影響 は 、 「 コ ロ ナ 禍 」

が お さ ま っ た あ と も 数 年 ほ ど 影 響 す る と い う 予 測 が 出 て い る 。 と く に 、 経 済 へ の 影

響 は深刻 で あ り 、 今 後 の 施策や 事業 の方向性 も 経済活動 の立 て直 し が 優先 さ れ

る 可能性 が あ る 。 そ の た め 、 今 後 も 社会生活 の分断 や 孤立 が進 む こ と も 予 想 さ れ 、

地 域活動 の停滞 あ る い は 衰退 に つ い て 、 こ れ ま で 以上 に 拍車 が か か る こ と が 懸 念

さ れ る 。 今 後沖縄県行政 と し て も 、 経 済活動 の 立 て 直 し と と も に 、 県 内各市町村

お よ び 各 種 団体 と の 連 携 を 強 化 し 、 地 域 活 動 、 社 会 活動 に 対 す る テ コ 入 れ が 必

要 に な る も の と 思 わ れ る 。

（沖縄国際大学 ・ 桃原一彦）

81


